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事業名 環状第８号線（小豆沢・赤羽・岩淵 ・放射第 事業 街路 事業 東京都）
か ん じ ょ う だ い は ち ご う せ ん （ あ ず さ わ ・ あ か ば ね ・ い わ ぶ ち ）・ ほ う し ゃ だ い

１０号線 区分 主体
じ ゅ う ご う せ ん

起終点 自：東京都板橋区東坂下一丁目 至：東京都北区岩淵町 延長 ３．３km
とうきょうといたばしくひがしさかしたいちちょうめ とうきょうときたくいわぶちまち

事業概要 環状第８号線は、大田区羽田空港三丁目から北区岩淵町に至る計画延長４４．２kmの環状
、 、 。道路であり 都心へ流入する通過交通を分散し 周辺の都市相互間の連絡を強化する骨格幹線道路である

また、放射第１０号線は、千代田区大手町一丁目から北区岩淵町に至る計画延長１３．５kmの放射方向の
骨格幹線道路であり、都心へ集中する交通を分散、誘導し、道路交通の円滑化を図るものである。
本区間は、赤羽北地区再開発事業区間を除く延長約３．３kmを４車線道路として整備するものである。
Ｓ６１年度事業化 Ｓ２１年度都市計画決定 Ｓ６１年度用地着手 Ｈ ４年度工事着手
全体事業費 約５３２億円 事業進捗率 ９８％ 供用済延長 ２．３km
計画交通量 ３１，６８０台／日
費用便益 Ｂ／Ｃ 総費用 総便益 基準年(残事業)/(事業全体) (残事業)/(事業全体)
分析結果 5.6 / 822億円 / 4,634億円 平成１５年度(事業全体)

億円 走行時間短縮便益： /4,492.8億円事 業 費： /803.7
億円 走行費用減少便益： /141.1億円(残事業) 維持管理費： / 18.3
交通事故減少便益 / 0.0億円

事業の効果等
・円滑なモビリティの確保（羽田空港へのアクセス向上）
・都市の再生（都市再生プロジェクトを支援する事業） 他９項目に該当
関係する地方公共団体等の意見
・ 区部における都市計画道路の第二次事業化計画 （Ｈ３～１５）において優先的に整備すべき路線に「 」
選定されている。
・ 東京構想２０００ （Ｈ１２．１２策定）において渋滞解消と防災軸や災害時の輸送ネットワークと「 」
して重要な路線であり、着実な整備が求められている。
事業採択時より再評価実施時までの周辺環境変化等
・本事業区間の整備に並行して沿道開発が進み、土地利用の進展がみられる。
・本事業に合わせて、赤羽北地区再開発事業による環状第８号線及び交通広場等の整備が平成１４年度末
に完了した （東京都施行）。
事業の進捗状況、残事業の内容等 一部において用地買収が難航し、工事着
手までに時間を要したものの、現在までに約２．３kmを部分供用している。
事業の進捗が順調でない理由、今後の事業の見通し等 平成１５年度末までに用地買収を完了さ
せる予定である。全線にわたり工事を進めており、平成１７年度末に全線交通開放の予定である。
施設の構造や工法の変更等
本事業区間は街築工事が主体であり、事業手法、施設規模等の見直しの可能性はない。
対応方針 事業継続
対応方針決定の理由
以上の状況を勘案すれば、当初からの事業の必要性、重要性は変わらないと考えられる。
事業概要図

※ 総費用、総便益とその内訳は、各年次の価額を割引率を用いて基準年の価値に換算し累計したもの。
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